
第１回富山県入札監視委員会の審議の概要

開催日及び場所         平成１５年１月１４日（火）　富山県民会館７階７０１号室

委 員         

　　　（委員数５名）

　　　（出席数５名）

委 員 長　　萩　野　　　聡（富山大学経済学部教授）
委　  員　　石　黒　厚　子（財団法人北陸経済研究所主任研究員）
委　　員　　島　谷　武　志（弁護士）

委　　員　　高　見　まち子（税理士）

委　　員　　広　瀬　慎　一（富山県立大学短期大学部長）

次　　　　　　　第

１　開会あいさつ（森岡土木部長）

２　委員長の選任（委員の互選により選出）

３　富山県入札制度の説明及び質疑

４　入札契約の運用状況の報告

① 入札契約方式別発注件数

② 指名停止等の状況

５　対象工事の抽出結果の報告（広瀬委員）

６　抽出工事に係る審議

７　対象工事の抽出方法について

８　閉会

審 査 対 象 期 間         平成１４年４月１日　～　平成１４年９月３０日

抽  出  案  件         ６件　（対象工事総件数　１，６０３件）

一般競争入札       ０件 ・対象工事なし

公募型指名競争      

入札
１件
・神通川左岸流域下水道神通川左岸浄化センター砂ろ過放

流ポンプ棟電気設備工事

通常型指名競争      

入札
４件

・称名川河川災害復旧護岸工工事

・ 一般国道 415号線外県単独交通安全施設等整備事業（２
種）区画線設置工事

・ 氷見漁港環境整備園路広場整備工事

・中山間総合整備にいかわ山麓地区第１－１号暗渠排水外

水路１路線工事

随 意 契 約       １件 ・一般県道下瀬小倉線県単独道路維持修繕仮設盛土工事

意見・質問 回　　　答
委員からの意見・質問、

それに対する回答 別紙のとおり  別紙のとおり

委員会としての意見
　平成１４年度上半期発注工事に係る入札・契約については、概ね

適正に行われていると判断する。

　　（問合せ先）　〒930-8501富山市新総曲輪１－７
　　　　　　　　　　富山県土木部管理課業務係

　　　　　　　　電話番号：076-444-3309



別紙

意見・質問 回　　　　答

○ 契約後ＶＥとは何か、またこれまでに

実例がないとはどういうことか。

　
（※ VE＝Value Engineering）

・ 　契約後ＶＥとは、契約締結後に、受注者が施工

方法等についての技術提案を行い、これによりコ

スト縮減が期待できる場合に、節減額の一部（本

県の場合は 1/2）を受注者に還元するものです。
３億円以上の工事を対象工事として試行して

いるが、これまで受注者からの提案が１件もない

状況であります。

○略語や専門用語などがあり、わかりづ

らいので注記等を付してほしい。ま

た、情報の公開にあたっては、県民に

わかりやすいようにして欲しい。

・　会議資料をはじめ、現在公表している入札・契

約情報についても、県民にわかりやすい内容、表

現となるよう努めてまいります。

○ 指名にあたって、地理的条件や指名回

数をどのように考慮しているのか。

・ 　現場の状況を熟知していることや工事の円滑

な施工、中小企業の育成を考慮し、一般的な工事

については地理的条件を配慮しています。

また、指名回数については、著しく偏りがない

よう配慮しています。

○公募型指名競争入札について、５社し

か指名されていないのは何故か

・ 　５社しか応募がなかったもので、応募者があっ

た５社は何れも条件を満たしていることから、全

て指名しました。

同種工事を発注する公団や他県を参考に応募

条件を設定したが、公団等においても応募者が多

いときも少ないときもあるといった状況です。

○特別な業界団体への加盟の有無は指

名に関係してくるのか。

・ 　指名の要件などとはしておりません。

○予定価格に近い金額での入札価格に

ついて、どのように考えているのか。

・ 　積算単価等の公表が進んでおり、積算能力があ

れば誰でも適正な価格の算出が可能な状況とな

っています。

○総合数値は、経営事項審査の客観点だ

けの数字なのか、過去の施工実績等を

含む主観点数も加えた数字なのか。

・   経営事項審査の点数に県独自の補完点数（工事
実績、優良工事表彰や指名停止等）を加点または

減点した数値です。

○総合数値に占める主観点数の割合を

高めることを検討されたらどうか。

・ 　今後の検討課題であると認識しています。

○本来の等級でない業者を指名する場

合の考え方を明確にしたらどうか。

・ 　業者の選定については、選定要綱に基づき適正

に指名し公表しておりますが、基準等級と異なる

業者を選ぶ場合には、その理由を県民にわかりや

すく公表できるよう努めてまいります。

○随契契約を行う場合の相手方選定基

準を設けたらどうか。

・ 　基準の作成については、これまでの事例を収集

するなどして研究してまいります。

（その他）

１． 今後の対象工事の抽出については委員長に一任された。

　２．次回は６月頃を目途に開催予定。


